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市の人口

　（5月1日現在）

　男19，956人（一50）

　女20，586人（一75）

　計4G，542人（一125）

i　世帯総数
ナ

18．374世帯（一12）
レ

L＿一＿＿　　　　＿＿＿

：
、

一

写
真
撮
影
大
会
、

・
1
1
美
々
津
海
岸
一
帯
で
1
1

日
同
日
日
新
聞
社
と
日
向
市
共
催
の
ア

マ．

a
ユ
ア
写
真
撮
影
大
会
が
、
十
五
日

（
日
曜
）
、
美
々
津
海
岸
一
帯
で
行
な

わ
れ
ま
す
。
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
家
の
多

数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
．

入
賞
者
に
は
記
念
品
な
ど
贈
ら
れ
ま
す

　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
嘩

隔

総
額
二
億
二
千
入
百
万
円

．＼・≒、・鴨、＼・・、1、・、・、9＆回漕・’＼

」
一
般
会
計
予
算
の
解
説
一

今
月
は
、
市
の
今
年
度

の
予
算
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
は
二
億

二
千
八
百
三
十
五
万
九

千
九
百
円
で
、
昨
年
度

の
当
初
予
算
に
く
ら
べ

ま
す
と
、
二
千
四
百
十

九
万
二
千
五
百
円
の
増

で
す
。

三
月
の
議
会
で
、
藤
井

市
長
は
「
再
建
団
体
最

後
の
年
度
だ
け
に
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
ご
満
足

い
た
だ
け
る
規
模
で
な

い
こ
と
は
残
念
で
す
が

、
限
ら
れ
た
予
算
の
枠

内
で
、
私
は
最
大
の
努

力
を
払
う
つ
も
り
で
ご

ざ
い
ま
す
」
と
語
っ
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て

こ
の
予
算
は
市
長
の
、

市
政
に
対
す
る
考
え
方
を
知
る
上

に
も
重
要
な
参
考
と
な
り
ま
す
。

　
図
の
よ
う
に
、
日
向
市
の
予
算
を
ま

か
な
う
歳
入
の
面
で
は
、
市
税
が
最
も

大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
　
歳
　
入

市
税
に
は
普
通
税
と
目
的
税
が
あ
り
ま

す
ρ
普
通
税
は
、
市
民
税
、
固
定
資
産

税
、
軽
自
動
車
税
、
煙
草
消
費
税
、
電

気
ガ
ス
税
、
木
材
引
取
税
な
ど
、
目
的

税
は
水
利
地
益
税
、
都
市
計
画
税
な
ど

の．

嵭
ﾞ
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
の
税
も
、
今
年
度
分
の
徴
収
成

績
は
九
〇
％
を
絶
対
確
保
し
な
け
れ

ば
、
そ
の
つ
も
り
で
歳
入
に
計
上
し
て

い
ま
す
の
で
、
市
政
運
営
面
に
直
ち
に

差
し
支
・
ん
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●

ほ
か
に
歳
入
面
の
大
き
な
も
の
と
し
て

地
方
交
付
税
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
毎

年
、
地
方
団
体
（
県
や
市
町
村
）
の
財

政
が
う
ま
く
行
く
よ
う
に
…
と
国
が
く

れ
る
お
金
で
す
。
次
の
国
庫
支
出
金
も

国
か
ら
出
る
お
金
で
す
が
、
こ
の
お
金

は
、
使
い
途
が
き
め
ら
れ
て
い
ま
す

　
例
え
ば
、
義
務
教
育
費
と
し
て
六
十

　
七
万
円
、
社
会
労
働
施
設
費
控
．
生

　
活
保
護
児
童
福
祉
、
身
体
障
害
者

　
保
護
諸
・
と
し
て
二
千
百
十
八
万
円
、

　
統
計
調
査
費
と
し
て
四
十
一
万
九
千

　
百
円
、
消
防
費
と
し
て
十
七
万
円
、

　
土
木
費
と
し
て
千
七
百
十
三
万
円
な

　
ど
で
す
。

　
　
歳
　
出

次
に
歳
出
に
移
り
ま
し
よ
う
。

市
役
所
費
は
、
市
政
の
い
う
ん
鋸
、
5
仕
事

を
行
な
う
た
め
に
必
要
な
、
種
々
の
費

用
が
上
げ
て
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
市
役

所
で
働
い
て
い
る
職
員
の
給
料
や
、
庁

舎
、
市
営
施
設
に
使
う
お
金
、
印
刷
費

や
、
通
信
運
搬
費
、
広
報
費
な
ど
が
そ

の
主
な
も
の
で
す
。

で
の
佗
軒
／

0
0
甥

O
便
閉
料
属
手
紋
料
鵠
　
　
雑
収
入
努

N
§
ミ
．
笥
題
S

％
2
蕨

公
嘗
企
業
凝
賊
産
収
入
4
3
／

蜘
／
国
庫
支
出
金

螂
〆
地
方
交
付
税

9

／
　
　
市
　
　
税

次
に
多
い
社
会
及
び
労
働
施
設
の
中
に

は
、
生
活
保
護
費
と
し
て
、
扶
助
費

　
（
生
活
扶
助
、
住
宅
扶
助
、
教
育
扶

助
、
生
業
扶
助
な
ど
）
二
千
四
千
三
万

四
千
円
。
養
老
院
費
と
し
て
二
百
七
十

四
万
五
千
三
百
円
、
授
産
日
取
と
し
て

三
酉
三
十
五
万
干
五
百
円
、
児
童
福
祉

費
と
し
て
百
八
十
一
万
二
千
円
保
育
所

費
と
し
て
九
十
五
万
四
千
九
百
円
、
母

子
寮
費
と
し
て
七
十
三
万
七
千
円
、
・
身

体
障
害
者
福
祉
費
二
十
万
円
、
戦
傷
病

者
等
援
助
費
十
二
万
六
千
円
、
社
会
福

祉
費
十
三
万
四
千
五
百
円
、
住
定
費
二

十
三
万
七
ず
†
円
、
国
民
年
金
費
百
十
六

万
六
千
円
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

次
の
公
債
費
に
は
、
財
政
再
建
債
元
利

償
還
金
千
四
十
五
万
七
千
八
百
円
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

教
育
費
は
、
特
色
の
あ
る
も
の
と
し
て

生
活
に
困
っ
て
い
る
家
庭
の
小
学
生
に

対
す
る
教
科
書
給
与
費
が
昨
年
度
の
約

倍
額
十
三
万
五
千
円
、
修
学
旅
行
の
給

与
費
が
昨
年
無
か
っ
た
の
に
今
年
は
三

万
五
千
円
を
上
げ
て
い
ま
す
．
、
ま
た
中

学
生
に
も
、
修
学
旅
行
給
与
費
と
し

て
、
昨
年
な
か
っ
た
も
の
を
五
万
二
千

円
上
げ
て
い
ま
す
。

窃
ほ
か
、
票
　
馬
革
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一鞭蒸

器燦

の
給
食
器
具
購
入
費
と
し
て
二
十
六
万

円
、
西
盛
事
業
費
と
し
て
千
四
百
十
万

円
が
新
し
く
計
上
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
社
会
教
育
費
が
昨
年
の
倍
領
の
九

十
四
万
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

土
木
費
に
は
、
権
現
崎
道
路
改
良
工
事

費
、
赤
岩
山
ノ
田
取
付
道
路
改
良
工
宙
3
，

費
、
後
丁
田
通
学
道
路
用
地
買
収
費
と

し
て
十
七
万
円
、
縁
開
橋
取
付
道
路
用

地
白
と
し
て
二
万
二
千
六
百
円
、
小
原

橋
か
け
替
え
工
事
費
と
し
て
二
万
四
千

円
、
土
々
呂
毛
一
下
木
通
線
工
事
請
負

費
と
し
て
四
十
四
万
六
千
円
、
山
口
通

線
工
事
請
負
費
と
し
て
三
十
九
万
三
千

円
、
草
場
細
島
線
街
路
舗
装
工
事
費
と

し
て
五
百
二
十
五
万
円
、
失
対
事
業
費

と
し
て
二
千
二
百
十
六
万
円
が
計
上
委
・
」

れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
ま
で
は
、
や
は

り
財
政
の
都
合
上
、
補
助
事
業
や
経
続

事
業
が
優
先
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
産
業
経
済
費
に
、
農
協
に

対
す
る
利
子
補
給
に
あ
て
る
も
の
と
し

て
、
約
千
二
十
万
円
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
中
小
企
業
に
対
す
ろ
融
資

貸
付
金
と
し
て
、
今
年
は
新
し
く
二
百

万
円
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

茎
鹸
該

・
還
ず
諺

歳出
受83つ

輪講

柱　　響

§煙
匿　倭

蓬軽賛

”；5％望
診’〆
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道
路
の
整
備
改
良
を
は
や
く

H
本
谷
の
市
政
懇
談
会
か
ら
ー
ー

曳試
嚇＾

姻観
　＼＼

先
月
の
じ
は
め
、
本
谷
地
区
で
市
政
懇

談
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

▽
出
席
者
　
地
元
－
1
約
百
人
、
市
側
“

　
藤
井
市
長
、
保
険
、
農
林
、
建
設
の

　
各
課
長
、
教
習
委
員
会
今
村
係
長

　
議
会
噛
柏
田
議
長
、
日
高
議
員
。

こ
の
会
で
の
主
な
質
疑
応
答
は
次
の
通

り
で
し
た
。

【
問
】
本
谷
の
道
路
は
せ
ま
い
。
拡
幅

　
で
き
な
い
か
。

【
答
“
柏
田
議
長
一
三
十
二
年
度
に
本

　
谷
か
ら
道
路
拡
煽
に
つ
い
て
の
請
願

　
が
あ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま
す

　
そ
の
時
、
議
会
で
は
採
択
し
た
か
、

　
や
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
ご

　
存
知
の
よ
う
に
、
日
同
市
の
財
政
状

　
旗
は
良
好
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
し
た

　
が
っ
て
、
来
年
度
に
再
建
団
体
を
返

　
一
し
て
も
、
道
路
を
す
る
こ
と
か
で

　
き
る
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
、
私

．

の
考
え
で
は
、
失
対
事
業
で
や
っ
た

方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。【

問
】
雨
の
時
餌
に
入
る
か
、
提
防
の

修
理
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

【
答
】
災
害
復
旧
は
、
国
の
指
示
が
な

け
れ
ば
一
助
金
等
の
関
係
で
、
補
修

で
き
な
い
の
が
現
状
で
す
。
幸
い
、

今
年
に
な
っ
て
、
三
二
二
年
の
補
助

が
と
ど
い
た
の
で
、
今
年
は
九
か
所

の
補
修
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

【
閥
】
若
宮
通
学
道
路
は
一
口
も
早
く

お
願
い
す
る
。

【
答
】
へ
7
丁
度
か
ろ
か
か
り
モ
す
。

　
二
回
出
す
つ
も
り

　
　
　
　
　
　
　
市
広
報
－

【
問
】
税
全
を
と
る
の
に
、
五
人
も
六

人
も
の
団
体
で
く
る
。
税
金
取
り
は

一
人
か
二
人
で
よ
い
の
で
は
な
い
の

か
。
こ
ん
な
よ
け
い
な
人
に
支
払
う

給
料
も
、
ほ
か
に
市
の
た
め
に
使
え

る
の
で
は
な
い
か
。

【
答
n
市
長
】
税
金
は
取
る
と
い
う
こ

と
で
な
く
、
納
め
て
頂
く
と
い
う
こ

と
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
納
税
組
合
の
結
成
を

ぜ
ひ
や
っ
て
も
ら
わ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
五
六
人
で
取
り
立
て
に
行
く
と

い
う
の
は
、
何
か
の
間
違
い
で
は
な

い
で
し
ょ
う
が
。
二
人
で
出
る
時
は

あ
り
ま
す
。
人
を
減
す
と
い
う
こ
と

に
は
、
現
存
市
役
所
の
事
務
分
量
か

ら
見
て
、
非
常
に
ム
リ
が
あ
る
よ
う

で
す
。
し
か
し
、
進
ん
で
税
金
を
納

め
て
頂
く
よ
う
に
な
れ
ば
、
税
務
吏

員
は
少
し
は
滅
ら
｝
・
・
れ
る
と
思
い
ま

す
。

【
問
】
市
広
報
は
、
毎
月
出
て
い
る
の

か
。

【
答
ー
ー
市
長
】
毎
月
一
回
、
区
長
を
通

じ
て
、
お
配
り
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
、
今
年
は
市
政
の
こ
と
を
皆

さ
ん
に
う
ん
と
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
何
と
か
二
回
出
す
つ
も
り
で

す
。ま

だ
不
徹
底
、

市
役
所
の
サ
ー
ビ
ス

【
問
】
市
役
所
の
フ
ー
ビ
ス
ぶ
り
は
ま

だ
敬
干
し
て
い
な
い
。
有
民
課
に
死

亡
届
に
行
っ
た
が
、
ど
の
窓
口
で
あ

つ
か
う
の
か
、
き
つ
ぼ
り
わ
？
っ
ぬ

待
合
老
に
入
る
と
、
何
の
ご
明
で
ア

う
丁
と
聞
く
ぽ
ど
の
親
切
身
が
ほ
し

い
。
寒
口
も
せ
ま
く
、
識
貞
た
ち
は

自
分
の
仕
事
に
忙
趣
き
れ
て
い
る
。

【
答
、
市
長
】
よ
い
イ
．
が
伊
・
　
聞
～
箕
、
一
て
頂

㌔
㌔
ま
し
た
．
雲
」
口
碁
　
ご
ス
の
敬
属

と
窓
口
改
い
に
つ
い
て
は
常
日
頃
が

ら
考
え
ず
、
い
る
の
で
す
。
そ
れ
と
、

更
に
市
民
へ
の
甚
－
〆
；
ハ
を
敏
底
す

る
た
み
、
市
民
旧
自
室
を
せ
ひ
作
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
問
】
国
保
に
は
加
入
し
な
く
て
も
よ

い
の
か
。
保
険
料
を
な
ぜ
保
険
税
と

い
う
の
か
。
保
険
料
徴
収
員
が
不
勉

強
で
、
サ
ー
ビ
ス
精
神
が
な
い
．

【
答
】
団
体
保
険
に
入
っ
て
い
な
い
人

は
、
国
保
に
入
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
加
入
の
自
由
が
あ
れ
ば
、
資

産
家
の
人
ほ
ど
加
入
し
な
く
な
る
で

し
ょ
う
。
そ
う
な
る
と
、
保
険
が
成

り
立
ら
ま
せ
ん
。

保
険
料
は
二
年
間
で
時
効
に
な
り
ま

す
が
、
別
な
ら
五
年
目
す
。
そ
し
て

税
と
言
え
ば
義
務
的
に
な
り
ま
す
が

科
で
は
、
滞
納
者
が
増
え
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
の
で

す
。
例
え
ば
宮
崎
市
は
料
を
税
に
改

め
税
率
を
上
げ
一
般
会
計
か
ら
三
百

万
円
の
融
資
を
受
守
ま
し
た
が
、
そ

れ
で
も
歯
科
捕
窺
を
あ
つ
か
え
ま
せ

ん
。課

貞
の
不
勉
強
、
サ
；
ビ
ス
不
足
に

つ
い
て
は
誠
に
申
し
わ
け
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
後
は
、
全
員
を
い
ま

し
め
て
皆
さ
ん
の
ご
期
待
に
そ
う
つ

も
り
で
す
。

工
場
誘
致
実
現
は

　　

@　

@　

@
四
万
市
民
の
愛
情
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
特
別
委
員
の
調
査
報
告
1
1

市
議
会
の
工
場
誘
致
対
策
重
重
委
員
会

（
委
員
長
宇
田
津
忠
氏
）
と
市
企
画
室

高
山
次
長
ら
一
行
へ
名
は
、
先
月
中
旬

に
、
全
国
各
地
の
臨
海
工
業
地
帯
を
十

一
日
間
に
わ
た
っ
て
視
察
し
ま
し
た
。

視
察
し
た
と
こ
ろ
は
、
鶴
崎
、
若
松
、

八
代
、
水
侯
、
防
符
、
米
子
、
境
港
、

倉
敷
、
堺
、
富
山
、
新
潟
な
ど
の
各
工

業
地
帯
で
、
主
と
し
て
河
用
海
面
激
業

一
の
補
償
状
況
、
　
楽
土
旧
水
、
モ
致
条
例

電
力
事
情
な
ど
を
調
査
し
ま
し
た
。

企
画
室
で
作
成
し
ま
し
た
報
告
書
に
よ

り
ま
す
と
、
結
論
と
ル
て
は
「
今
の
時

期
に
、
県
、
市
が
一
体
と
な
っ
て
、
猛

烈
な
誘
致
運
動
を
し
な
け
れ
ば
誘
致
実

現
は
む
つ
か
し
い
」
と
い
う
こ
と
で

す
。
つ
ま
り
、
各
地
に
日
向
市
の
よ
う

な
、
あ
る
い
は
。
そ
れ
以
上
の
好
条
件

を
そ
り
？
ズ
．
た
造
成
地
帯
か
次
々
に
で
》
・
・

↑
ウ
そ
れ
ら
が
全
て
、
秀
致
運
動
に
乗

り
出
し
て
い
る
の
で
、
日
向
市
に
工
場

が
来
る
と
い
う
確
率
が
少
く
な
り
つ
つ

あ
る
と
い
う
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ

で
、
同
報
告
書
で
も
「
四
万
市
民
が
愛

情
で
結
束
し
、
全
県
民
の
支
援
を
得
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
市
民
の
皆
さ
ん
は

市
で
引
く
車
を
、
一
人
残
ら
ず
後
押
し

し
て
ほ
し
い
」
と
結
ん
で
い
ま
す
。

一
行
が
視
察
し
た
工
業
地
帯
な
い
し
造

成
地
帯
は
、
一
二
を
の
ぞ
き
大
体
に
わ

い
て
港
湾
設
備
や
、
電
力
事
情
、
工
業

用
水
な
ど
も
備
っ
て
お
り
、
漁
業
そ
の

他
の
補
償
に
つ
い
て
も
、
す
で
に
解
決

し
た
り
、
解
決
に
向
つ
た
り
し
て
い
る

よ
う
で
す
。

た
だ
、
特
殊
な
点
で
は
、
鶴
崎
で
国
立

職
業
訓
練
所
な
ど
の
施
設
が
あ
り
、
工

場
従
業
員
の
養
成
に
力
を
入
れ
て
い
る

こ
と
。
二
三
の
市
で
工
事
誘
致
条
例
を

作
り
、
誘
致
工
場
の
便
を
は
か
る
と
と

も
に
受
入
れ
態
勢
を
強
力
に
す
す
め
て

い
る
こ
と
。
倉
敷
臨
海
工
業
地
帯
、
富

山
工
業
地
帯
な
ど
で
は
、
全
て
の
造
戒

地
を
県
費
で
賄
っ
て
お
り
、
市
の
負
担

金
な
ど
な
い
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る

よ
う
で
す
。

な
お
、
視
察
団
一
行
の
調
査
結
果
は
、

近
く
開
か
れ
る
市
議
会
全
員
協
議
会
で

く
わ
し
く
報
告
さ
れ
る
予
定
で
す
，

　
　
今
月
の
市
政
懇
談
会

今
月
は
、
堀
一
方
を
皮
切
り
に
旭
通
り

区
、
美
々
津
石
並
区
で
行
な
う
予
定
で

す
。
来
月
は
、
今
の
所
上
原
町
か
ら
申

込
み
を
受
け
て
い
る
だ
け
で
す
。

　
広
報
係
か
ら

高
低
、
私
の
主
張
、
グ
ル
ー
プ
め
く
）

は
、
紙
面
の
都
合
で
今
回
だ
け
休
み
ま

し
た
。

な
お
、
私
の
主
張
は
引
続
き
募
集
し
て

い
ま
す
か
ら
、
ぜ
ひ
原
稿
（
二
百
字
以

内
）
を
係
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
、
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■

今
年
の
目
標
き
ま
る
　
　
　
　
　
　
　
豊
を
お
願
旦
，
”
。
こ
、
己
な
り
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
ゴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
ほ
か
、
特
志
寄
附
も
つ
の
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
社
会
教
育
の
基
本
方
針
　
　
　
　
　
に
な
2
、
い
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
は
ま
だ
確
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巳
塔
の
建
設
場
所
、

今
年
度
の
社
会
教
育
の
基
本
方
針
と
努

力
目
標
が
き
ま
り
ま
し
た
。

基
本
方
針
は
、
住
民
一
人
一
入
の
幸
福

と
、
豊
か
な
生
盾
を
築
き
、
地
域
社
会

全
体
の
同
上
を
は
か
る
こ
と
で
す
が
、

そ
の
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
努

力
す
る
こ
と
を
き
め
た
の
で
す
。

▽
青
少
年
の
教
育
を
、
学
習
活
動
、
青

年
学
級
開
設
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
や
子

供
ヶ
ラ
プ
の
育
成
な
ど
を
通
じ
て
充
実

さ
せ
る
。

▽
成
人
教
育
に
つ
い
て
は
、
P
T
A
、

特
に
婦
人
学
級
、
母
親
学
級
の
育
成
各

種
研
究
講
座
の
一
般
公
開
、
公
民
館
盾

動
と
し
て
の
成
人
教
育
、
新
生
活
運

動
、
特
に
時
間
励
行
と
結
婚
式
の
簡
糸

引
に
重
点
を
お
い
て
す
す
め
て
行
く
。

▽
そ
の
ほ
か
、
社
会
教
育
関
係
の
施
設

設
備
の
充
実
と
活
用
、
文
化
活
動
や
社

会
体
育
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ヨ
ノ
の
普
及
）
を
関
係
各
種
団
体

　
、
　
　
　
　
　
眠

と
と
も
に
強
化
す
る
。

慰
霊
塔
建
設
は

　
　
　
市
民
み
ん
な
の
力
で

日
向
市
慰
霊
塔
建
設
委
員
会
役
員
会

は
、
4
月
2
1
日
市
長
室
て
開
か
れ
ま
し

た
か
、
次
の
よ
う
な
協
議
を
し
ま
し
た

④
形
式
、
塔
か
殿
か
の
形
式
の
間
題
は

今
ま
で
い
ろ
い
ろ
検
討
さ
れ
ま
し
た

か
、
　
「
塔
」
か
適
当
で
あ
る
と
い
う
結

論
か
で
ま
し
た
。

②
資
金
計
函
、
建
設
資
△
∫
目
標
禎
は
一
！

百
五
十
万
円
と
し
市
支
出
閉
刊
乃
円
、

市
民
の
浄
財
寄
附
二
百
五
十
万
円
と
い

う
目
標
を
き
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

⑤
募
金
方
法
、
市
民
の
浄
財
を
つ
の
る

た
め
に
各
区
別
の
割
当
目
標
額
を
五
月

中
に
は
作
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
は
区
長
達
合
会
理
事
会
と
よ

く
相
談
し
て
、
適
正
な
区
別
目
漂
額
を

き
め
、
こ
れ
に
よ
っ
て
各
区
長
さ
ん
に

日
赤
社
費
・
募
金
に

　
こ
と
し
も
ご
協
力
を
！

即
和
3
5
羊
覧
の
日
八
社
解
毒
全
に
つ
h

て
ほ
、
近
く
各
区
長
》
・
」
ん
宛
に
各
区
の

並
目
通
社
只
∂
社
費
（
年
領
百
円
）
納
付

告
知
菩
と
戸
別
募
令
朗
一
目
煙
頷
表
を

霜
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
．

こ
れ
に
よ
っ
て
区
艮
き
ん
班
長
毒
、
・
ん

（
地
区
に
よ
っ
て
は
婦
人
会
と
共
同
で
）

か
ら
募
全
に
つ
い
て
各
家
庭
に
お
願
い

き
れ
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
く

だ
さ
る
よ
う
わ
ね
か
い
し
ま
す
。

戸
別
募
金
目
標
は
二
口
平
均
五
千
円
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
完
納
に
な

っ
て
い
な
い
一
部
の
区
に
つ
い
て
は
、

多
少
上
廻
る
率
と
な
り
ま
す
が
こ
の
転

悪
し
か
ら
ず
ご
演
承
く
だ
さ
い
。

に
い
た
っ
て
い
ま
せ
ん
。
適
当
と
蟹
わ

れ
る
候
補
の
場
所
の
中
で
、
私
有
地
か

あ
る
関
係
か
ら
、
交
渉
中
で
き
ま
ら
な

い
わ
け
で
す
。

市
有
地
の
場
所
も
墨
譜
地
の
中
に
あ
り

ま
す
か
、
現
在
の
と
二
ろ
、
い
ろ
い
ろ

検
討
し
て
い
ま
す
の
で
、
決
定
次
第
発

表
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

以
上
か
玉
川
画
の
経
渇
帽
の
♪
の
・
つ
’
よ
顎
レ
げ
ぶ
ヲ

か
、
特
に
資
金
つ
く
㍉
に
つ
い
て
は
、

市
民
み
な
さ
ま
の
涛
財
寄
附
今
か
主
体

と
な
る
も
の
て
す
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
と

支
出
の
多
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
か
、

み
な
き
ま
の
こ
理
解
と
こ
髭
力
か
強
く

望
ま
れ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　
合
同
慰
霊
祭
執
行

こ
と
し
は
来
年
ま
て
に
市
合
同
慰
霊
塔

を
建
設
す
る
計
画
に
な
っ
て
い
る
た
め

簡
素
に
執
行
す
る
こ
と
に
き
ま
り
、
例

年
の
よ
う
な
全
遺
族
を
案
内
し
て
行
わ

ず
、
各
地
区
の
遣
族
代
表
の
方
々
だ
げ

で
行
な
い
ま
し
た
．

　
住
民
登
録
を

　
　
　
　
　
し
て
い
な
い
方
へ

転
入
し
て
き
た
方
、
ま
た
は
か
な
り
前

か
ら
居
住
さ
れ
て
い
る
方
で
、
ま
ぜ
庄

民
登
録
を
し
て
な
い
人
は
、
な
る
へ
く

早
く
市
民
課
で
手
続
し
て
下
さ
い
。

住
民
登
録
法
に
よ
っ
て
届
出
る
義
務
が

あ
る
の
で
す
。
そ
し
て
こ
れ
に
よ
っ
て

皆
さ
ん
の
日
常
生
活
の
利
便
を
は
か

り
、
常
に
市
の
行
政
を
適
正
に
行
う
こ

と
に
な
る
の
で
す
か
ら
、
未
届
の
人
は

お
忘
れ
な
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

福
祉
年
金
（
老
令
、
障
害
、
母
子
）

の
第
二
回
支
払
い
は
六
日
か
ら
始
ま

・
つ
て
8
ま
す
。
国
民
年
金
証
書
を
貰

っ
て
い
る
人
は
、
証
書
に
押
し
て
あ

る
印
鑑
を
も
つ
て
、
指
定
の
郵
便
局

　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　

で
受
取
っ
て
く
だ
さ
し

こ
の
年
金
は
、
そ
の
人
だ
け
の
年
金

で
す
か
ら
、
支
払
を
受
け
る
前
に
資

格
（
死
亡
）
を
矢
え
ば
貰
え
ま
せ

ん
。
身
体
の
不
自
由
な
人
は
家
族
の

方
が
委
任
を
う
け
て
受
取
っ
て
も
よ

い
の
で
す
，

母
子
福
祉
年
金

を
も
ら
え
る
人

母
子
福
祉
年
金
を

其
え
る
人
で
ま
だ

　
死
別
し
、
そ
の
時
ま
で
夫
の
収
入

　
で
生
活
し
て
い
た
人
。

O
母
子
家
庭
で
昨
年
度
の
年
間
収
入

　
が
1
3
万
以
下
の
人
。
但
し
二
人
以

　
上
子
供
が
あ
る
場
合
は
子
供
一
人

制
に
つ
き
一
万
五
千
円
加
算
。

O
中
学
校
卒
業
前
の
子
供
を
育
て
て

　
い
る
人
。

◎
公
的
年
金
（
遺
族
年
金
と
か
恩
給

　
な
ど
）
を
受
け
て
い
な
い
人
。

◎
夫
の
事
故
死
の
場
合
、
災
害
補
償

国
民
年
金
か
ら

第
二
回
分
支
払
は
六
日
か
ら

詣
求
の
手
続
を
し
て
な
い
方
は
あ
、
・

歩
汽
せ
ん
か
、

こ
の
年
金
は
、
請
求
し
な
け
れ
ば
い

つ
ま
で
も
貰
え
ま
せ
ん
。
ま
た
受
給

権
か
あ
っ
て
も
、
手
続
を
五
年
間
し

な
い
と
時
効
に
な
っ
て
貰
え
な
く
な

り
ま
す
。
次
の
よ
う
な
人
は
、
一
度

市
民
課
国
民
年
金
係
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◎
昭
和
3
4
年
1
1
月
1
日
以
前
に
夫
と

や
遺
族
補
償
を
受

け
て
い
な
い
人
但

し
受
け
た
人
で
も

六
年
す
ぎ
て
い
れ

ば
か
ま
い
ま
せ
ん

◎
二
十
五
才
以
上
の
子
と
生
計
を
同

　
一
に
し
て
い
る
場
合
は
も
ら
え
ま

　
せ
ん

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
要

す
る
に
、
手
数
の
か
か
る
子
供
の
め

ん
ど
う
を
見
る
た
め
、
働
い
て
も
十

分
な
収
入
を
あ
げ
る
こ
と
の
で
き
な

い
気
の
毒
な
母
子
家
庭
に
注
目
し
て

で
き
た
年
金
で
す
か
ら
、
受
け
ち
れ

そ
う
な
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
市
民
課
に

ご
相
談
く
だ
さ
い



「　一吃り ・
毒

交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し
よ
う

☆
春
の
交
通
安
全
運
動
☆

…
五
月
十
六
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
の
十

．
日
間
は
、
春
の
交
通
安
全
運
動
が
全
国

、
一
せ
い
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

と
く
に
本
県
は
、
県
民
運
動
と
し
て
、

歩
行
者
の
「
正
し
く
歩
く
運
動
」
が
長

期
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
ま
す
。

昨
年
の
日
同
署
管
内
の
交
通
事
故
は
八

十
件
に
の
ぼ
り
、
そ
の
内
訳
は
、
死
亡

二
十
二
人
、
重
軽
傷
九
十
一
人
に
な
っ

て
い
ま
す
。

春
は
と
く
に
交
通
事
故
の
多
い
時
期
だ

と
い
わ
れ
、
そ
れ
は
行
楽
シ
…
ズ
ン
で

自
動
車
の
往
来
が
は
げ
し
く
な
り
、
ま

た
入
学
児
童
が
、
一
人
歩
き
に
な
れ
て

い
な
い
た
め
に
事
故
が
お
こ
る
の
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
き
ん
も
交
通
規
則
を
守
り

少
し
で
も
日
同
市
か
ら
事
故
を
な
く

し
、
明
る
い
住
み
よ
い
街
に
し
ま
し
よ

．
つ
。

ま
た
幼
児
、
児
童
を
交
通
事
故
の
犠
牲

か
ら
守
る
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
注
意

し
、
小
さ
い
と
き
か
ら
交
通
道
徳
観
念

を
育
て
て
く
だ
さ
い
。

▽
右
側
を
歩
き
ま
し
よ
う

▽
正
し
い
横
断
叢
道
路
を
横
切
る
と
き

　
は
道
路
に
対
し
て
直
角
に
。
傾
め
に

9

一
4
ー
ー

　
横
切
る
と
危
険
で
す
。
ま
た
交
叉
点

　
や
十
字
路
で
は
一
た
ん
止
っ
て
左
右

　
を
た
し
か
め
て
。
　
　
　
．

▽
自
動
車
の
直
前
、
直
後
は
横
切
ら
ぬ

　
よ
う
。

▽
自
転
車
通
行
は
一
列
で
．
道
路
が
せ

　
ま
い
の
で
並
ぶ
と
危
険
で
す
．
．
一
列

　
に
な
っ
て
通
り
ま
し
よ
う
。

▽
幼
児
の
道
路
上
で
の
一
人
遊
ぺ
）
は
危

　
険
で
す
。
路
上
で
の
遊
戯
は
や
め
さ

　
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
せ
ま
い
通
り
か
ら
出
る
と
き
は
、
か

　
な
ら
ず
左
右
を
た
し
か
め
て
。

　
日
赤
県
大
会
・
ご
親
授
式

日
赤
県
社
員
大
会
と
こ
親
授
式
は
、
5

月
1
2
日
宮
崎
市
で
行
わ
れ
ま
す
。

当
市
関
係
の
受
章
者
、
表
彰
を
う
け
る

者
は
次
の
人
々
で
す
。

○
ご
親
授
者
代
表
者

日
高
利
美
、
富
山
美
義
、
（
有
功
章
）
稲

原
春
生
、
宇
田
津
忠
（
特
別
社
員
）

写
真
は
西
日
本
赤
ち
や
ん
コ
ン
ク
ー

ル
日
向
地
区
代
表
に
決
っ
た
俊
一
ち

ゃ
ん
（
左
）
と
ま
ゆ
み
ち
ゃ
ん
。

○
表
彰
者
　
三
尾
良
次
郎

受
章
者
　
藤
井
満
義
、
椎
葉
華
壇
、
長

友
重
夫
、
佐
藤
正
、
西
村
知
範

　
　
感
謝
状
を
お
く
る

日
赤
募
金
に
重
れ
た
成
績
を
上
げ
た
次

の
各
区
に
十
六
日
、
市
長
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
す
。

　
西
川
内
区
、
永
田
区
、
八
坂
区

特
賞
に
俊
一
ち
ゃ
ん

　
“
赤
ち
ゃ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
で
ロ
ー
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

　
昭
和
3
5
年
度
の
日
向
市
赤
ち
ゃ
ん
コ
ン

　
ク
ー
ル
は
、
4
日
市
役
所
の
講
堂
で
、

　
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
同
日
、
第
3
9
回
西
日
本
赤
ろ
や
ん

ご
コ
ン
ヶ
；
ル
日
向
地
区
予
選
も
行
な
わ

　
れ
、
日
向
市
か
ら
は
2
8
名
、
門
川
、
東

　
郷
、
北
郷
が
ら
1
2
名
、
計
如
名
の
つ
ぶ

、H

謔
閧
ﾌ
赤
ち
ゃ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

駕　
そ
し
て
審
査
の
結
果
、
特
賞
に
は
、
市

．
η　

内
畑
浦
、
畠
中
栄
一
郎
き
ん
の
長
男
、

距
旧
竣
一
ち
ゃ
ん
（
3
4
。
4
●
8
生
〉
、
2

　
等
賞
に
美
々
津
新
町
、
吉
松
寿
栄
さ
ん

　
の
長
男
、
昭
広
ち
ゃ
ん
（
3
4
・
5
・
6

　
生
）
、
3
等
賞
に
美
熱
津
上
町
小
城
一

　
成
↓
ご
ノ
ん
の
「
R
女
、
　
凄
孟
煽
ソ
ワ
が
，
り
ゐ
一
’
ん
　
（
鍛

勲　
・
4
・
2
1
生
）
が
入
賞
し
ま
し
た
。

咲
．
、

雀
・
兇

　
引
揚
者
の
方
へ

引
揚
者
給
付
金
請
求
の
し
め
切
り
が
今

月
の
十
六
日
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

引
揚
者
の
方
で
、
ま
だ
給
付
金
の
請
求

を
し
て
お
ら
れ
な
い
方
は
、
早
目
に
市

民
課
の
方
で
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
予
防
注
射
日
程

腸
チ
ブ
ス
、
パ
ラ
チ
ブ
ス
の
予
防
注
射

を
次
の
日
ど
り
で
行
な
い
ま
す
，

該
当
者
は
、
三
才
か
ら
六
・
r
才
ま
で
、

料
金
は
一
回
十
円
で
す
、
．

な
お
予
防
注
射
は
三
評
し
な
い
と
効
果

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
必
ず
三
回
受
け
て

く
だ
さ
い
。
カ
ッ
コ
内
は
日
時
と
場
所

（
①
9
日
、
②
1
7
日
、
③
2
5
日
過
市
役

所
）
・
ド
富
高
、
新
町
、
旭
通
、
鶴
、
町

中
原
、
高
見
橋
（
①
1
0
日
、
②
1
8
日
③

轟
瓢
鰭
の

お
金
を
お
送
り
に
な
る
場
合
、
　
「
送

金
は
為
酵
で
」
し
か
送
れ
な
い
も
の

と
ば
か
り
思
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
で

す
が
、
こ
れ
な
ど
は
不
便
利
な
上
に
・

損
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。こ

ん
な
と
き
、
現
金
が
そ
の
ま
ま
送

れ
る
「
，
現
金
書
留
」
の
制
度
を
利
用

さ
れ
ま
す
と
、
日
曜
、
祭
日
も
お
か

ま
い
な
く
、
郵
便
局
の
窓
［
［
が
開
い

て
い
る
と
き
は
い
つ
で
も
送
金
が
で

き
る
し
、
受
け
と
る
人
も
家
に
い
な

が
ら
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
も
料
金
が
為
替
料
金
よ
り
も
安

い
の
で
す
．
か
り
に
五
千
円
送
金
さ

れ
る
場
合
、
為
替
送
金
は
九
十
五
円

の
料
金
が
か
か
り
ま
す
が
、
現
金
書

留
の
と
き
は
、
わ
ず
か
五
十
五
円
で

す
み
ま
す
し
、
あ
と
二
十
五
円
加
え

よ
速
達
扱
い
た
し
ま
す
と
電
報
送
金

よ
り
も
利
用
の
仕
方
で
は
、
早
く
受

け
と
り
人
の
手
も
と
に
と
ど
き
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
（
郵
便
局
）

亀
藍
ぞ
き
ξ
《

26

a
、
市
役
所
）
一
梶
木
、
凶
手
、
本

谷
、
西
川
内
、
亀
崎
、
　
（
①
1
1
日
、
②

19

冝
A
③
2
7
日
、
日
耐
量
小
）
－
一
・
日
知

星
全
区
、
　
（
①
1
2
日
、
③
2
0
日
、
⑧
．
3
0

日
、
財
光
寺
小
）
責
財
光
寺
全
区
、

（
①
1
3
日
、
②
2
3
日
、
③
3
1
日
、
塩
見

小
）
一
塩
見
全
区
、
　
（
④
1
6
日
、
⑤
2
4

日
、
⑤
1
日
、
細
島
小
）
・
：
細
島
全
区

時
閤
は
午
後
－
時
か
ら
四
蒔
、
ま
で
．
．

　
コ
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
巡
回
映
画
日
程

13

匤
焜
P
浜
、
1
6
日
三
毛
、
1
7
日
毛

木
、
旧
日
遠
見
、
1
9
日
幸
脇
、
2
0
日
飯

谷
、
2
1
日
田
の
原
、
2
3
日
余
瀬
、
2
4
B

別
宥
、
2
5
日
石
剣
、
2
6
日
駅
通
り
・
、
2
7

日
落
鹿
、
3
0
日
高
松
、
3
1
日
宮
の
下

募
集
　
案
内

▽
海
上
自
衛
隊
（
第
六
回
）
操
桜
学
生

幹
部
、
海
曹
募
集

【
採
用
予
定
人
員
】
μ
八
十
名

【
応
募
資
格
】

鱒
昭
和
三
十
五
年
四
月
一
日
現
在
で
、

　
十
八
才
以
上
二
十
才
未
満
の
者

＠
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
、
ま
た
は

　
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る

　
者
か
、
防
衛
大
学
校
受
験
資
格
検
廻

　
に
合
格
し
た
者

【
受
付
期
間
】
　
五
月
二
十
五
日
ま
で

　
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
市
役
所
総

務
課
ま
で

▽
奨
学
生

市
教
育
委
員
会
が
募
集
し
て
い
ま
す

申
し
込
み
締
切
は
今
月
末
ま
で

【
奨
学
生
の
資
格
】

　
9
り
新
制
高
等
学
校
以
上
の
学
校
に
在

　
学
し
て
い
る
者
で
、
本
籍
が
日
回
市

　
で
あ
る
者
。

　
㈲
品
行
方
正
で
、
学
業
成
績
優
秀
。

　
身
体
強
健
で
、
学
資
の
支
弁
が
困
難

　
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類
は
教
育
委
員

会
事
務
局
に
あ
り
ま
す
。

▽
季
節
保
育
所

市
福
祉
事
務
所
で
募
集
中
。

開
設
を
希
望
き
れ
る
部
落
は
、
（
↓
開
設

場
所
、
（
②
期
間
、
③
代
表
者
氏
名
、
ぎ

子
供
数
、
⑤
保
母
二
名
を
推
ぜ
ん
し
、

十
五
日
ま
で
に
福
祉
事
務
所
へ
ご
…
、
雄
絡

ノ
＼
た
き
㌃

▽
住
宅

財
団
法
人
日
本
労
働
者
住
宅
協
会
が
、

募
集
者
数
を
調
査
中
で
す
。
く
わ
し
い

こ
と
は
、
市
の
建
築
係
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

4
・
「
剛
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：
：
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：
：
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